
■地震・津波対策について

●地震・津波対策（対象とする外力）

「施設計画上の津波」

南海トラフ沿いで発生する、発生間隔が数十年から百数十年に一度規模の
地震・津波を対象とし、堤防等により津波災害から人命、財産等を防御する。

堤防等によるハード対策の外力

「最大クラスの津波」

発生頻度が極めて低いものの、科学的に想定しうる最大規模の地震・津波に
対しては、施設対応を超過する事象として、人命を守ることを最優先し、「施設計
画上の津波」を対象とした施設対応等に加え、ソフト対策も総動員した総合的な
対策の推進により減災を目指す。

愛知県建設部河川課
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＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。



■堤防の対策区間の選定の考え方

耐震点検により要対策区間を抽出

要対策区間：地震により沈下した後の堤防高＜照査外水位

※照査外水位は、地震発生後から時間経過
に合わせ3ケース想定
①地震直後（平水位:朔望平均満潮位）
②津波到達時（津波遡上水位）
③緊急復旧期（小洪水:14日間1/10水位）

※照査外水位には広域地殻変動量を含む

①地震直後 ②津波到達時 ③緊急復旧期

平水位 津波遡上水位 小洪水（14日間発生確率1/10）

堤防高が沈下し、即時浸水により、避
難時間が確保できない

堤防が沈下し、津波による浸水で被害
が発生する。

被災後の復旧期に浸水することで復旧
が長期化する 2

愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。



要対策区間の内、津波等の浸水により死者が発生するな
ど特に甚大な被害が予測される区間を優先的に「第3次
あいち地震対策アクションプラン」に位置づけ、９年間
で整備する

■河川整備計画への位置づけ

■第3次あいち地震対策アクションプラン
平成26年12月19日策定
計画期間：平成27年～平成35年
河川堤防、水閘門、排水機場等の耐震対策を位置づけ

耐震点検の結果により、要対策区間を抽出

同区間を河川整備計画に位置づけ
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愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
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■河川整備計画への位置づけ(尾張ブロック)

●以下の河川で河川整備計画の変更等手続きを進めます。（河川法第１６条２）

新川、水場川、天白川、日光川、蟹江川、西條小切戸川、善太川、筏川、鍋田川（新規）

本日の説明会は、関係住民の皆様からのご意見を計画に反映するための河川法に基づく手続きでもあります。

●計画への記載方法

○河川整備計画の目標

○河川の整備の実施

海岸管理者等と連携して、堤防等の耐震・液状化対策など必要な対策を実施するものとする。
まずは、「第３次あいち地震対策アクションプラン」（平成２６年１２月公表）に「浸水・津波から命を守る」対策として位置付けた、背後
地において甚大な被害が予測される区間の堤防等の耐震・液状化対策を優先して実施する。

河川名 施行場所 延長 主な工事内容

○○川 約○km～約○kmの内、必要な区間 延べ約○km 堤防耐震対策

○○川 ○○水門、○○排水機場 － 耐震対策

対策 対象外力 目標

津波対策

施設計画上の津波
津波が河川を遡上し、河川堤防を越流して発生する災害から人命や財産等を防御することを目
標とする。

最大クラスの津波
施設対応を超過する事象として、人命を守ることを最優先とし、「施設計画上の津波」を対象に行
う施設対応等に加え、ソフト対策も総動員した総合的な対策の推進により減災を目指す。

地震対策
南海トラフ沿いで発
生する地震や内陸直
下型地震

河川堤防が地震により沈下し、地震直後の平常の河川水や、復旧期における小規模な洪水が
堤防を越流して発生する被害を防ぐことを目標とする。排水機場、水門については、地震後も必
要な機能を確保することを目標とする。

愛知県建設部河川課

※河川整備計画記載事例は会場内で閲覧できます。

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
河川整備計画記載事例については、P8以降をご覧ください。

＊

＊



5

■河川整備計画への位置づけ(知多ブロック)

●以下の河川で河川整備計画の変更等手続きを進めます。（河川法第１６条２）

天白川、大田川、阿久比川、須賀川（新規）、内海川、神戸川、明徳寺川、五ヶ村川

本日の説明会は、関係住民の皆様からのご意見を計画に反映するための河川法に基づく手続きでもあります。

●計画への記載方法

○河川整備計画の目標

○河川の整備の実施

海岸管理者等と連携して、堤防等の耐震・液状化対策など必要な対策を実施するものとする。
まずは、「第３次あいち地震対策アクションプラン」（平成２６年１２月公表）に「浸水・津波から命を守る」対策として位置付けた、背後
地において甚大な被害が予測される区間の堤防等の耐震・液状化対策を優先して実施する。

河川名 施行場所 延長 主な工事内容

○○川 約○km～約○kmの内、必要な区間 延べ約○km 堤防耐震対策

○○川 ○○水門 － 耐震対策

対策 対象外力 目標

津波対策

施設計画上の津波
津波が河川を遡上し、河川堤防を越流して発生する災害から人命や財産等を防御することを目
標とする。

最大クラスの津波
施設対応を超過する事象として、人命を守ることを最優先とし、「施設計画上の津波」を対象に行
う施設対応等に加え、ソフト対策も総動員した総合的な対策の推進により減災を目指す。

地震対策
南海トラフ沿いで発
生する地震や内陸直
下型地震

河川堤防が地震により沈下し、地震直後の平常の河川水や、復旧期における小規模な洪水が
堤防を越流して発生する被害を防ぐことを目標とする。水門については、地震後も必要な機能を
確保することを目標とする。

愛知県建設部河川課

※河川整備計画記載事例は会場内で閲覧できます。

＊

＊

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
河川整備計画記載事例については、P8以降をご覧ください。
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■河川整備計画への位置づけ(西三河ブロック)

●以下の河川で河川整備計画の変更等手続きを進めます。（河川法第１６条２）

猿渡川、下り松川、高浜川、新川、蜆川、北浜川（新規）、矢作古川、矢崎川

本日の説明会は、関係住民の皆様からのご意見を計画に反映するための河川法に基づく手続きでもあります。

●計画への記載方法

○河川整備計画の目標

○河川の整備の実施

海岸管理者等と連携して、堤防等の耐震・液状化対策など必要な対策を実施するものとする。
まずは、「第３次あいち地震対策アクションプラン」（平成２６年１２月公表）に「浸水・津波から命を守る」対策として位置付けた、背後
地において甚大な被害が予測される区間の堤防等の耐震・液状化対策を優先して実施する。

河川名 施行場所 延長 主な工事内容

○○川 約○km～約○kmの内、必要な区間 延べ約○km 堤防耐震対策

○○川 ○○水門 － 耐震対策

対策 対象外力 目標

津波対策

施設計画上の津波
津波が河川を遡上し、河川堤防を越流して発生する災害から人命や財産等を防御することを目
標とする。

最大クラスの津波
施設対応を超過する事象として、人命を守ることを最優先とし、「施設計画上の津波」を対象に行
う施設対応等に加え、ソフト対策も総動員した総合的な対策の推進により減災を目指す。

地震対策
南海トラフ沿いで発
生する地震や内陸直
下型地震

河川堤防が地震により沈下し、地震直後の平常の河川水や、復旧期における小規模な洪水が
堤防を越流して発生する被害を防ぐことを目標とする。水門については、地震後も必要な機能を
確保することを目標とする。

愛知県建設部河川課

※河川整備計画記載事例は会場内で閲覧できます。

＊

＊

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
河川整備計画記載事例については、P8以降をご覧ください。
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■河川整備計画への位置づけ(東三河ブロック)

●以下の河川で河川整備計画の変更等手続きを進めます。（河川法第１６条２）

柳生川、梅田川（新規）

本日の説明会は、関係住民の皆様からのご意見を計画に反映するための河川法に基づく手続きでもあります。

●計画への記載方法

○河川整備計画の目標

○河川の整備の実施

海岸管理者等と連携して、堤防等の耐震・液状化対策など必要な対策を実施するものとする。
まずは、「第３次あいち地震対策アクションプラン」（平成２６年１２月公表）に「浸水・津波から命を守る」対策として位置付けた、背後
地において甚大な被害が予測される区間の堤防等の耐震・液状化対策を優先して実施する。

河川名 施行場所 延長 主な工事内容

○○川 約○km～約○kmの内、必要な区間 延べ約○km 堤防耐震対策

○○川 ○○水門 － 耐震対策

対策 対象外力 目標

津波対策

施設計画上の津波
津波が河川を遡上し、河川堤防を越流して発生する災害から人命や財産等を防御することを目
標とする。

最大クラスの津波
施設対応を超過する事象として、人命を守ることを最優先とし、「施設計画上の津波」を対象に行
う施設対応等に加え、ソフト対策も総動員した総合的な対策の推進により減災を目指す。

地震対策
南海トラフ沿いで発
生する地震や内陸直
下型地震

河川堤防が地震により沈下し、地震直後の平常の河川水や、復旧期における小規模な洪水が
堤防を越流して発生する被害を防ぐことを目標とする。水門については、地震後も必要な機能を
確保することを目標とする。

愛知県建設部河川課

※河川整備計画記載事例は会場内で閲覧できます。

＊

＊

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
河川整備計画記載事例については、P8以降をご覧ください。
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■ 河川整備計画 記載例 （津波を水門で防御する例：北浜川）

愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。



9

■ 河川整備計画 記載例 （津波を水門で防御する例：日光川）

愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
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■ 河川整備計画 記載例 （津波を堤防で防御する例：須賀川）

愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。
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■ 河川整備計画 記載例 （津波を堤防で防御する例：柳生川）

愛知県建設部河川課

＊平成27年3月に弥富市などで開催した説明会資料です。


